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第 2 章は 1 回散乱ガンマ線束を求める基本的な計算式について述べ、ガンマ線後方散乱型密度計の
















第 8 章は密度の異なる 2 つの物質の境界にわける後方散乱型密度計の応答特性について、計算と実
験の両面から検討が加えられている。
第 9 章は実用的に重要な後方散乱型密度計の安定性の実験に関するもので得られた観測値は正規分
布の適合度の検定および分散分析がなされ、密度計を使用する上の注意を与えている。
第10章は総括として以上各章の結論を要約し、本研究で明らかになったこと、およびゲージの設計
上の指針が述べられている。
論文の審査結果の要旨
本論文は、ガンマ線後方散乱を利用した土密度計の基本的諸特性について行なった研究結果をまと
めたものである。
著者は、土表面密度計の幾何学的配置を単純化し、コンプトン散乱に関し、 l 回散乱線束を求める
式を導き、これを部分空間にわたって数値積分することにより、密度計の特性を明白にすることがで
きた。また、計算と実験の結果から、後方散乱型密度計において、一次ガンマ線の平均自由行程で表
わしたゲージの長さは、基本となる量であって、ゲージのほとんどの諸特性はこの量の関数としてあ
らわせることを見出している。
これらの研究結果は、放射線工学の進歩に貢献するところが大きく、本論文は博士論文として価値
あるものと認Jめる。
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